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修理、
速度油漏れは

防火戸に使用されている場合は、危害防止措置に基づいた閉扉時間以上に設定してください。（閉扉時間は、調整の項を参照）
設定以下（閉扉速度が速くなる）になるとけがや事故につながるおそれがあります。
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取付けをされる業者の皆様へ
本書は必ず御施主様、御入居者様または管理者様へお渡しください。
取付に関しては別紙（取付説明書）を参照してください。　　　
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速度調整弁は、右に回すと遅くなり、左に回すと速くなります。ドア閉じ速度（スピード）調整方法
・第1速度、第2速度をそれぞれ独立した測度調整弁を操作することに
　よって任意のスピードに調整することができます。

・第3速 度（ラッチングアクション）はドアが閉鎖位置手前2 °付近まで
　きた時点で素早く締める機能です。

　ディレードアクション区間は、ドア全開角度より、約65 °（105°
　開き取付の場合）まで速度制御が得られ、ドアがゆっくり閉じます。

・ドア開き角度90 °からドアが閉じきるまで、5～8秒が適正です。

・調整弁は、緩め過ぎないように注意してください。緩め過ぎると
　弁が抜け油がモレます。

トルク調整方法
・トルク調整軸またはトルク調整ナットを回してトルクを調整して下さい。

（1/8 ）

注意 トルク調整ナットは、回転数の範囲を
超えて無理に回さないでください。
故障の原因になります。

第3速度区間
（ラッチングアクション）

第2速度区間

第1速度区間

ディレードアクション区間

第1速度調整弁

第2速度調整弁

第３速度調整弁
（ラッチングアクション弁）

六角棒スパナ

ディレードアクション調整弁

19.9

弱くなる

強くなる

六角棒スパナ（サイズ6）を使用してください(　)内数字はトルクを最小にした時を0としています。
12回転は最大です。 　

GC-4V GT-4V、GT-4PV

制限角度、ストップ角度、保持力調整方法

・ドアの制限角度、ストップ角度の調整は、ガイドレールのストッパー
   またはストップ金具を移動させて行ってください。

移動

六角棒スパナ（サイズ3または4 ）を使用してください。
右回転・・・強くなります。 左回転・・・弱くなります。

GC-4V GT-4V、GT-4PV

・保持力調整ネジまたは調整ナットを回してストップ保持力の調整が
  できます。

スパナ（サイズ8）を使用してください。

強くなる 弱くなる

平成13年  ８月　制定
平成14年10月　改訂
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　　0回転

適用ドア

巾×高さ（mm）

950×2100 65

重量（kg）
トルク調整軸の回転数

900×2100 45 左に4回転

右に6回転1050×2400 100

（ 2回転 ）

（ 6回転 ）

（12回転 ）

左に6回転（ 0回転 ）30800×1800

トルク調整軸

スパナ（サイズ12）

トルク調整ナット

調整範囲0～3mm

保持力調整ネジ
ストッパーまたはストップ金具

調整ナット

ドアクローザ取扱説明書

保証期間内でも、次のような場合には有料修理となります。

施工要領書などに基づかない施工の不備に起因する不具合

窓の開閉などによって誘発される屋内の気圧の変化に起因する不具合

建築躯体の変形などに起因する不具合

結露及び雨がかりによる錆、カビ、変色、腐食などの不具合

商品または部品の経年変化（使用頻度が高いことに伴う著しい消耗、磨耗など）や経年劣化（使用頻度が高いことに伴うゴム部品・樹脂部品の変質、変形、
変色など）またはこれらに伴うドア開放時の停止不能などの不具合
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商品周辺の自然環境、住環境などに起因する腐食またはその他の不具合
（例えば、塩害による腐食。大気中の砂塵、煤煙、各種金属粉、亜硫酸ガス、アンモニア、車の排気ガスなどが付着して起きる腐食。異常な高温・低温・
 多湿による不具合など）

引き渡し後のドアの操作誤り、ドアクローザの調整不備または適切な維持管理を行わなかったことによる不具合

お客様自身の修理、改造などに起因する不具合

犯罪などの不法な行為に起因する破損や不具合11

＊本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理、その他についてご不明の場合は、最寄りの
　当社支店・営業所にお問い合わせください。

天災その他の不可抗力（例えば、暴風、豪雨、高潮、地震、津波、噴火、洪水、地盤沈下、火災など）に起因する不具合

商品の性能または適用範囲（ドアの重量、サイズ、開閉回数など）を超えたドアの使用または超えた場所に取り付けられたことに起因する不具合

＊保証期間経過後の修理、交換などは有料とします。

施工者よりの引き渡し日（注1）（注2）から2年間。
 （注1）改修工事の場合は、改修部分の工事完了日とします。
 （注2）分譲住宅（建売住宅 ）・分譲マンションの場合は、建築主様への引き渡し日とします。       

取扱説明書またはその他の記載事項に基づく適正な使用状態で、保証期間内に不具合が発生した場合には、下記に例示する免責事項を除き無料
修理いたします。ただし、本来の使用目的以外の用途に使用された場合は保証の対象にはなりません。

本書は、当社の商品に関し、ここに記載の保証期間、保証内容の範囲において無料修理を行うことをお約束するものです。
保証期間中に故障、損傷などの不具合（以下「不具合」といいます）が発生した場合には、お取り扱いの施工店様、工務店様、販売店様または最寄りの
当社支店・営業所に修理をご依頼ください。

調整方法

保証期間

保証内容

免責事項

ドアクローザ商品保証について


